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みどり市立笠懸南中学校体育祭
　令和４年９月２１日（水）さわやかな天候にめぐまれて、第　令和４年９月２１日（水）さわやかな天候にめぐまれて、第
４１回笠懸南中学校体育祭が「勇姿颯爽」をメインテーマに開４１回笠懸南中学校体育祭が「勇姿颯爽」をメインテーマに開
催され、日頃の鍛錬の成果を発表しました。催され、日頃の鍛錬の成果を発表しました。
　全力で競技する生徒の姿に釘付けです。　全力で競技する生徒の姿に釘付けです。

※運動会と体育祭の違いは。※運動会と体育祭の違いは。
運動会は運動競技や遊戯を先生中心に行い、体育祭は授業や練習の運動会は運動競技や遊戯を先生中心に行い、体育祭は授業や練習の
成果を発表し、生徒中心の運営を行います。成果を発表し、生徒中心の運営を行います。
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　令和４年決算特別委員会は、９月１２日に議長及び議会選出
監査委員を除く１６人で設置され、委員長に新井みゆき委員、
副委員長に藤生吉顕委員を選出し、審査を行いました。
　決算審査は、前年度の予算が目的に沿って適切に使われてい
るかどうかを審査し、改善や要望を市に伝え、今後の予算や事
務執行につなげる重要な役割を担っています。さまざまな視点
で質疑をし、白熱した議論を交わしました。

新井　みゆき　決算特別委員長

決 算 特 別 委 員 会

議会議会 厳しく厳しくがが
チェック！！チェック！！

令和３年度決算を令和３年度決算を決算特別委員会
での

Q&AQ&A

令和３年度　決算概要
令和３年度一般会計決算 入ってきたお金 使ったお金
合計（内訳は下のグラフの通り） 252 億 165 万円 237 億 3,241 万円

歳入 歳出

民生費
84億668万円
35.4％

市税
62億6,505万円
24.9％

地方交付税
43億6,930万円
17.3％

国庫支出金
52億3,101万円
20.8％

県支出金
15億7,493万円
6.2％

市債
37億8,830万円
15.1％

繰越金
9億1,319万円
3.6％

財産収入
3億4,899万円
1.4％

諸収入
3億3,852万円
1.3％

その他
11億7,117万円
4.6％

地方消費税交付金
12億119万円
4.8％

教育費
52億5,917万円
22.1％

総務費
23億7,162万円
9.6％

土木費
22億625万円
9.3％

衛生費
18億7,111万円
7.9％

公債費
14億3,878万円
6.1％

消防費
8億9,438万円
3.8％

商工費
6億6,185万円
2.8％

議会費
2億151万円
0.8％

その他
218万円
0.0％

農林水産業費
5億1,888万円
2.2％
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子育てアプリ情報提供事業 【こども課】

　　子育て応援アプリ「みどりん」登録者に向
けての情報提供内容と、令和３年度における課
題については。
　　各種情報提供のほかに、アプリでは保育施
設などの空き情報検索、予防接種のスケジュー
ル管理、子育て日記の記
録などが可能。令和３年
度の課題としては、登録
者数が少なかったこと
であり、周知不足であっ
たと考えている。

観光キャンペーン事業 【観光課】

　　コロナ禍の中での事業の効果や課題につい
ては。
　　観光に対する旅行者のニーズがコロナの影
響により変化してきているため、個人旅行など
に焦点を当て、ターゲットを絞った中でＰＲを
進めていきたい。本市が
観光の目的地になって
みどり市に行ってみた
いと思わせるような事
業展開をこれからして
いきたいと考えている。

英語力向上対策事業 【学校教育課】

　　デジタル教科書を導入した効果と今後は。
　　小学校５年生以上にデジタル教科書を導入
した。映像などを活用することで効果的な活用
ができている。子どもたちは発音の学習もでき、
大変有効に活用されていると学校から報告を受
けている。引き続
き使えるように計
画をしていきたい。

職員研修事業 【総務課】

　　高度な専門知識などを養うため、外部研修
へ職員を派遣しているが、その効果は。
　　それぞれの階層で求められる知識や技能の
習得を行うため、階層ごとの研修を行っており、
職員に必要な専門的な知識および技能向上のた
め、職員全体を対象
に特定の事項に特化
した特別研修を実施
することで、専門知
識を深めることがで
きた。

成年後見制度利用支援事業 【介護高齢課】

　　成年後見制度が利用できるまでの流れは。
　　成年後見制度は４親等内の親族がいるか確
認し、いない場合は支援の内容を検討する。福
祉サービスの提供のみであれば老人福祉法に基
づく措置が受けられ、財産管理などの支援が必
要な場合は家庭裁判所に後見人または補佐、補
助などの開始の申し立て
を行うという流れになっ
ている。

小平の里、サンレイク草木維持管理事業【観光課】

　　小平の里、サンレイク草木の今後は。
　　小平の里については、旧福岡地域の主要な
観光施設であり、地域おこし協力隊もいる浅
原体験村を含めた連携事業について検討中。サ
ンレイク草木については、建設から４０年を
経過する施設である
ため、建て替えの方
向で調整を進めてい
る。

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

Pick up
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令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
は
、

９
月
１
日
か
ら
９
月
28
日
の
28

日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
令
和
３
年
度
各
会

計
決
算
を
は
じ
め
、
条
例
改
正
、

令
和
４
年
度
補
正
予
算
な
ど
37

議
案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議

の
結
果
、
採
決
の
あ
っ
た
議
案

全
て
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
各
会
派
の
代

表
者
６
名
が
登
壇
し
、
市
政
を

質た
だ

し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
決
算
は

賛
成
多
数
で
認
定
さ
れ
ま
し
た

9月定例会

論点！
ココ
がギロンの

令和 4年度　各会計補正予算一覧表（9月補正）
会計区分 補正額 補正後の額

一 　 般 　 会 　 計 11 億 4,554 万 6千円 222 億 2,368 万 6千円

特

別

会

計

太 陽 光 発 電 事 業 1,251 万 6千円 7,070 万円

国民健康保険（事業勘定） 1 億 1,129 万 4千円 58億 6,948 万 4千円

国民健康保険（診療所勘定） 388 万 6千円 1億 1,513 万 6千円

後 期 高 齢 者 医 療 0 円 6億 6,353 万円

介護保険（保険事業勘定） 6,567 万 3千円 46億 1,874 万 3千円

戸 別 浄 化 槽 事 業 0 円 489 万 6千円

農 業 集 落 排 水 事 業 0 円 7,127 万 9千円

富 弘 美 術 館 事 業 0 円 1億 5,302 万 4千円

競 艇 事 業 1,908 万 4千円 1,662 億 3,927 万 2千円
※補正額「0円」は歳出予算の組み替えを表します。

令和３年度決算　市民のために、きちんとお金が使われたのか？
　令和３年度決算の審査時間は延べ１２時間、質疑数は１３０問強。市民の立場で決
算審査を行いました。
※決算特別委員会で審査した内容の詳細は、２・３ページ参照

監
査
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ウ
ク
ラ
イ
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情
勢
の
長
期
化
に

伴
う
原
材
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に
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中
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業
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健
全
な
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政
運
営
が
行
わ
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こ
と
を

切
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す
る
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天川　洋
代表監査委員

議 案 審 議
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賛否が分かれた議案と審議結果

区分 番号

会派
議員名

新政 
クラブ

新令 
クラブ

広和 
クラブ

公明 
クラブ

日
本
共
産
党

ク
ラ
ブ

無
会
派

合計

金
子
　
實

上
岡
克
己

大
澤
映
男

松
井
　
篤

髙
草
木
弘
子

阿
左
美
　
守

須
藤
日
米
代

椎
名
祐
司

藤
生
吉
顕

丹
羽
あ
ゆ
み

武
井
俊
一

新
井
み
ゆ
き

杉
山
英
行

柴
﨑
訓
佳

宮
﨑
　
武

髙
草
木
良
江

常
見
詔
子

古
田
島
和
茂

賛
成
者
数

反
対
者
数

件名

認
定

第１号 令和３年度みどり市一般会計歳入歳出決算の
認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― 16 1

第４号 令和３年度みどり市国民健康保険（事業勘定）
特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― 16 1

第６号 令和３年度みどり市後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― 16 1

第７号 令和３年度みどり市介護保険（保険事業勘定）
特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― 16 1

第12号 令和３年度みどり市競艇事業特別会計歳入歳
出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― 16 1

請
願 第８号

「消費税インボイス制度の実施中止を求める
意見書」を政府に送付することを求める請願
書について

× × × × × × × × × × × × × × × × ○ ― 1 16

注１）表決結果の表示について、賛成の場合は「○」、反対の場合は「×」、棄権の場合は「棄」、除斥の場合は「除」、欠席の場合は「欠」と表示しています。
注２）議長は可否同数以外の場合は、表決に加わらないため「―」と表示しています。
注３）棄権…議員自らの意思により表決に参加しない場合。
注４）除斥…議員は直接の利害関係にある事件については、その議事に参与することができない。（地方自治法第１１７条）

報告議案
報
告 第２号 令和３年度みどり市一般会計予算継続費精算

報告書の報告について 報告議案については、採決はありません

全員賛成で可決した議案
９月定例会

区分 番号 件名

承
認

第６号 専決処分した事件（令和４年度みどり市一般
会計補正予算（第６号））の承認について

第７号 専決処分した事件（令和４年度みどり市一般
会計補正予算（第７号））の承認について

第８号 専決処分した事件（令和４年度みどり市一般
会計補正予算（第８号））の承認について

認
定

第２号 令和３年度みどり市太陽光発電事業特別会計
歳入歳出決算の認定について

第３号 令和３年度みどり市鉄道経営対策事業特別会
計歳入歳出決算の認定について

第５号 令和３年度みどり市国民健康保険（診療所勘
定）特別会計歳入歳出決算の認定について

第８号 令和３年度みどり市戸別浄化槽事業特別会計
歳入歳出決算の認定について

第９号 令和３年度みどり市農業集落排水事業特別会
計歳入歳出決算の認定について

第10号 令和３年度みどり市企業用地整備事業特別会
計歳入歳出決算の認定について

第11号 令和３年度みどり市富弘美術館事業特別会計
歳入歳出決算の認定について

第13号 令和３年度みどり市簡易水道事業会計決算の
認定について

第14号 令和３年度みどり市公共下水道事業会計決算
の認定について

議
案

第47号 みどり市職員の育児休業等に関する条例の一
部を改正する条例について

第48号
みどり市会計年度任用職員の給与及び費用弁
償に関する条例の一部を改正する条例につい
て

第49号 みどり市税条例等の一部を改正する条例につ
いて

第50号
みどり市地方活力向上地域における固定資産
税の課税の特例に関する条例の一部を改正す
る条例について

区分 番号 件名

議
案

第51号
みどり市過疎対策のための市税 ( 固定資産税 )
の課税の特例に関する条例の一部を改正する
条例について

第52号 みどり市建築基準法関係手数料条例の一部を
改正する条例について

第53号 みどり市過疎地域持続的発展計画の一部変更
について

第54号 令和４年度みどり市一般会計補正予算（第９
号）について

第55号 令和４年度みどり市太陽光発電事業特別会計
補正予算（第１号）について

第56号 令和４年度みどり市国民健康保険（事業勘定）
特別会計補正予算（第１号）について

第57号 令和４年度みどり市国民健康保険（診療所勘
定）特別会計補正予算（第１号）について

第58号 令和４年度みどり市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第１号）について

第59号 令和４年度みどり市介護保険（保険事業勘定）
特別会計補正予算（第２号）について

第60号 令和４年度みどり市戸別浄化槽事業特別会計
補正予算（第１号）について

第61号 令和４年度みどり市農業集落排水事業特別会
計補正予算（第１号）について

第62号 令和４年度みどり市富弘美術館事業特別会計
補正予算（第１号）について

第63号 令和４年度みどり市競艇事業特別会計補正予
算（第１号）について

第64号 令和４年度みどり市一般会計補正予算（第
１０号）について

第65号 令和４年度みどり市一般会計補正予算（第
１１号）について

議
案
と
賛
否

議
案
と
賛
否

全員
賛成
で

可決
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●�

地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け
る
固

定
資
産
税
の
課
税
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正 

　
地
域
再
生
法
第
17
条
の
６
の
地
方

公
共
団
体
等
を
定
め
る
省
令
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
群
馬
県
の
計
画
認
定

期
限
が
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
延

長
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
と
の
説
明
。 

　
市
内
企
業
か
ら
地
方
活
力
向
上
地

域
等
特
定
業
務
施
設
整
備
計
画
の
提

出
は
あ
る
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
現

状
把
握
し
て
い
な
い
と
の
答
弁
あ

り
。 

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、
挙

手
全
員
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
。 

●�

「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実

施
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」
を
政

府
に
送
付
す
る
こ
と
を
求
め
る
請

願
書

　
約
２
４
８
０
億
円
の
増
収
の
根
拠

は
と
の
質
疑
に
対
し
、
売
り
上
げ

１
０
０
０
万
円
以
下
の
免
税
業
者
に

関
す
る
財
務
省
の
試
算
と
の
説
明
あ

り
。ま
た
、
委
員
か
ら
日
本
税
理
士

会
連
合
会
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
撤

回
で
は
な
く
免
税
事
業
者
へ
支
払
っ

た
消
費
税
８
割
の
仕
入
れ
税
額
控
除

の
当
面
維
持
を
提
案
し
て
い
る
と
の

意
見
あ
り
。 

　
採
決
の
結
果
、
挙
手
な
し
に
よ
り

不
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

こんな議論がされました

Pick
up!

Pick
up!

Pick
up!

全ての
議案を

可決

可決

不採択 審
査
し
た
議
案
（
３
件
）

審
査
し
た
請
願
（
１
件
）

○
税
条
例
等
の
一
部
改
正 

○�

地
方
活
力
向
上
地
域
に

お
け
る
固
定
資
産
税
の

課
税
の
特
例
に
関
す
る 

条
例
の
一
部
改
正 

○�

過
疎
対
策
の
た
め
の
市 

税(

固
定
資
産
税)

の
課

税
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

○�

「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の
実
施
中
止
を
求

め
る
意
見
書
」
を
政
府

に
送
付
す
る
こ
と
を
求

め
る
請
願
書

　
本
委
員
会
は
執
行
部
出
席
の

も
と
９
月
20
日
に
開
催
し
た
。

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

固定資産税に係る不均一課税の適用期限が
延長されます

○�

建
築
基
準
法
関
係
手
数

料
条
例
の
一
部
改
正

こんな議論がされました

審
査
し
た
議
案
（
１
件
）

経
済
建
設
常
任
委
員
会

建築基準法の改正により関係条例の
引用規定を改めます

　
本
委
員
会
は
執
行
部
出
席
の

も
と
９
月
21
日
に
開
催
し
た
。

●�

建
築
基
準
法
関
係
手
数
料
条
例
　

の
一
部
改
正

　
建
築
基
準
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
条
例
の
中
で
引
用
し
て
い

る
建
築
基
準
法
の
規
定
に
項
ず
れ
が

生
じ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
改
め
る

も
の
と
の
説
明
。

　
質
疑
、
討
論
も
な
く
、
採
決
の
結

果
、
挙
手
全
員
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。

　
建
築
基

準
法
改
正

に
よ
り
、

建
築
基
準

法
関
係
手

数
料
条
例

で
規
定
し

て
い
る
「
仮
設
建
築
物
の
建
築

許
可
」
お
よ
び
「
興
行
場
等
の

使
用
許
可
」
に
関
す
る
審
査
手

数
料
に
つ
い
て
、
引
用
し
て
い

る
法
の
「
項
」
が
繰
り
下
げ
ら

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
建
築
基
準

法
関
係
手
数
料
条
例
別
表
６
の

適
用
条
項
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

ここに
注目！

みどモス
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審
査
し
た
議
案
（
３
件
）

○�

職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
○�

会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改

正 

○�

過
疎
地
域
持
続
的
発
展

計
画
の
一
部
変
更 

こんな議論がされました

　
本
委
員
会
は
執
行
部
出
席
の

も
と
９
月
22
日
に
開
催
し
た
。

全ての
議案を

可決

●�

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
人
事
院
規
則
等
が
改
正
さ
れ
、
育

児
休
業
の
取
得
回
数
制
限
の
緩
和
な

ど
に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
改
正
を
行
う

も
の
と
の
説
明
。

　
今
後
、
積
極
的
に
育
児
休
暇
な
ど

を
取
得
す
る
職
員
が
増
え
て
く
る
の

で
は
と
の
質
疑
に
対
し
、
男
性
職
員

も
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
と
き
は
育
児

休
業
を
取
る
と
い
う
こ
と
が
常
識
化

し
て
い
く
よ
う
に
、
周
知
活
動
を
広

く
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
取
り
や

す
い
職
場
環
境
を
構
築
し
て
い
き
た

い
と
の
答
弁
あ
り
。

　
討
論
と
し
て
、
育
児
休
業
な
ど
の

取
得
率
が
上
が
っ
て
、
職
員
が
生
き

生
き
と
働
き
な
が
ら
子
育
て
も
で
き

る
よ
う
な
職
場
環
境
を
つ
く
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
の
賛
成
討
論
あ
り
。

　
採
決
の
結
果
、
挙
手
全
員
に
よ
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●�

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
改

正
に
よ
り
、
被
用
者
保
険
の
適
用
対

象
で
あ
る
非
常
勤
職
員
が
地
方
職
員

共
済
組
合
員
に
な
る
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
非
常
勤
職
員
は
共
済
組
合
が

行
う
短
期
給
付
福
祉
事
業
の
適
用
対

象
と
な
る
た
め
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
か
ら
福
祉
事
業
に
係
る
積

立
金
な
ど
を
控
除
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
必
要
な
規
定
を
設
け
る
も
の

と
の
説
明
。

　
社
会
保
険
か
ら
共
済
保
険
に
変
わ

る
こ
と
に
よ
り
本
人
の
負
担
が
増
え

る
が
、
将
来
の
補
償
も
増
え
る
の
か

と
の
質
疑
に
対
し
、
新
た
に
適
用
に

な
る
方
に
つ
い
て
は
、
負
担
増
に
な

る
が
、
将
来
も
ら
え
る
年
金
額
は
増

え
る
と
の
答
弁
あ
り
。

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、
挙

手
全
員
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
。

●�

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
一

部
変
更

　
令
和
４
年
４
月
１
日
付
で
新
た
に

過
疎
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
旧
大

間
々
町
区
域
に
お
け
る
現
況
と
問
題

点
、
事
業
計
画
な
ど
の
追
加
に
伴
う

変
更
を
行
う
も
の
と
の
説
明
。

　
令
和
５
年
の
計
画
変
更
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市
民
や
団
体

か
ら
の
意
見
を
徴
取
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
対
象

に
な
る
市
民
や
団
体
、
ま
た
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
た
人
数
は
と
の
質
疑

に
対
し
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
３
０

０
０
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
お
り
、
区
長
会
、
商
工
会
、

そ
れ
か
ら
子
育
て
世
代
と
し
て
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
な
ど
の
意
見
を
直
接

伺
い
た
い
と
の
答
弁
あ
り
。

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、
挙

手
全
員
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
。

Pick
up!

Pick
up!

Pick
up!

総
務
文
教
常
任
委
員
会

育児休業の取得回数制限の緩和などに
ついて、条例が改正されます
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　瑞穂市の中山道大月多
目的広場は、パブリック
コメントやワークショッ
プなどの市民との意見交
換を実施した中で、多く
の人に利用してもらいた
いとの意見が多かったこ

とから、多目的広場の整備が決定された。
　子どもたちの年齢に合わせた３種類の複合遊具やド
ームシェルターを備えており、１万１,０００㎡の芝
生を中心とした広場をコンセプトに、すべての世代の
方の交流拠点として、令和４年４月にオープンした。 
　公園の使用にあたっては、利用者にさまざまな使い
方を考えてもらいたいことから利用規約での制限は必
要最小限としているとのこと。 
　想定以上の方に利用していただいており、今後も多
くの方の利用に期待したいとのこと。

　名張市障害者アグリ雇
用推進協議会は、農福連
携の取り組みとして、農
業分野における障がい者
雇用、就労を目指し、農
業団体、福祉団体、特別
支援学校および行政が連

携し、設立された。農家・農業事業所への啓発、福祉
事業所・在宅障がい者への支援などを行っている。
　農業分野への就労による障がい者の変化について
は、今までコミュニケーションが苦手だった人が就農
体験をとおして自分の考えや意見を発信することがで
きるようになったなどの大きな成果を上げることがで
きた。
　みどり市においても、農福連携の取り組みについて
研究し、障がい者の雇用促進及び農業の発展を併せた
事業展開を推進していただきたいと思う。　

　伊豆の国市の持続可能な交通システムの実現に向け
た取り組みとして、自主運行による乗合バスは、路線
の統廃合などによる効率的な運行の実現により、待機
時間の短縮や経費の抑制に努めている。 
　また、路線バスなどが運行していない地域では、最寄
りの駅を接続する予約型乗合タクシーを運行している。
　制度の導入や継続の条件として、地域住民が主体と
なった運営組織などが形成されており、稼働率が目標
を達成するなどの条件に満たない場合は、運行が廃止
となり、利用者によって組織された委員会などが、自
ら地域の意向アンケートや調査を行い、利用促進策の
検討を行っている。 
　持続可能な公共交通を維持していくためには、地域
の特性と利用者ニーズ
に合った仕組みや地域
組織と運行事業者と市
が一緒になって努力し
ていく関係性を構築し
ていくことが大切であ
るとのこと。

　長久手市には専業農家が少ないこと、田畑が小さい
ため集約化や大規模化が困難であることなどの課題が
あったが、大消費地に隣接しているという利点を生か
して積極的に地産地消を推進し、安心安全な高付加価
値の農産物を生産するという農産物直売所を中心とし
た農業振興を計画してきた。
　平成１９年度に開設した農産物直売所「あぐりん
村」では、農産物が少量でも販売できること、生産者
自身が値段を決めて農産物を持ち込むため、耕作意欲
が向上することなど農業の活性化に結びついている。
　本市でも本事業を参考に、農業者の耕作意欲の向上、
都市部と農村部の交流など、農業の活性化に結びつく
よう努め、市民が主体
的に取り組むことがで
きる、農のあるまちづ
くりに取り組むことを
期待している。

行政視察（研修）報告

行政視察（研修）報告

総務文教常任委員会
５月１２日 �公園施設の整備について（中山道大月多

目的広場）　岐阜県瑞穂市

７月１９日　�農福連携（障害者アグリ雇用推進事業）
三重県名張市

５月１３日　�持続可能な交通システムについて　　　
静岡県伊豆の国市

７月２０日　田園バレー事業�
　　　　　　愛知県長久手市

経済建設常任委員会
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　銚子市における予算審
査は、予算の所管課に応
じて３つの常任委員会に
分割付託していたが、こ
の取り扱いが議案不可分
の原則に反するものであ
り、それを改善するため

に令和元年５月１日に予算委員会が設置された。 
　委員定数は、議員定数の半数９名で、正副議長も予
算委員になることができる。委員の任期は、条例では
２年、申し合わせにより決算委員と１年交代で委員を
務める運用にしている。 
　委員会の審査ではあるが、執行部から予算書と参考
資料としての事業概要により説明は行われる。 
　今後の設置検討にあたり、参考となる部分が多々あ
る調査結果であった。

　決算審査は、平成３１年４月以前、９月定例会で決
算特別委員会を設置し、閉会中の継続審査として１０
月に審査を実施していた。予算委員会を常設すること
に伴い、常任委員会の複数所属における任期中機会均
等にすること、また、議会選出監査委員の廃止に伴う
議会の監視機能強化のため、令和元年５月１日に決算
委員会を設置した。 
　委員定数は予算委員会と同様に９名、正副議長も決
算委員となることができ、委員の任期は条例では２年、
申し合わせにより予算委員と１年交代で委員を務める
運用にしている。 
　決算委員会は、期間限定の特別委員会としてではな
く、常任委員会化し、１年を通じていろいろな調査、
提言をし、常日頃から議会としての監査機能を果たし
ていくことを想定してい
るとのことである。 
　銚子市議会での取り組
みについての課題、問題
点などを含め、参考とな
るところが確認できた。

行政視察（研修）報告議会運営委員会
８月９日　予算委員会
　　　　　千葉県銚子市議会

８月９日　決算委員会
　　　　 　 千葉県銚子市議会

「
債
務
負
担
行
為
」
っ
て
何
？

　

市
が
支
出
す
る
経
費
は
原
則

と
し
て
、
歳
出
予
算
に
計
上
し

て
支
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
中
に
は
そ
の
経
費
の

性
質
上
、
支
出
予
定
や
そ
の
額

が
不
確
実
で
あ
る
と
か
、
翌
年

度
以
降
に
わ
た
る
な
ど
、
必
ず

し
も
歳
出
予
算
に
計
上
で
き
な

い
経
費
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

事
項
、
期
間
、
限
度
額
を
明
示

し
た
予
算
と
し
て
、
議
会
の
議

決
を
経
て
、
契
約
の
締
結
が
で

き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

が
債
務
負
担
行
為
の
予
算
で
す
。

「
繰
越
明
許
費
」
っ
て
何
？

　

地
方
公
共
団
体
の
予
算
は
、

会
計
年
度
独
立
の
原
則
に
よ
っ

て
毎
年
度
の
歳
出
に
、
そ
の
年

度
の
収
入
を
充
て
、
こ
れ
を
翌

年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
問

題
と
し
て
、
年
度
内
に
完
了
す

る
こ
と
が
ど
う
し
て
も
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

例
外
と
し
て
、
予
算
で
定
め
て

翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
経
費
の

支
出
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
繰

越
明
許
費
と
呼
び
ま
す
。

会議録を公開しています

本会議の中継

　市議会の会議録を公開しています。市議会で
閲覧いただけるほか、市のホームページにも掲
載していますので、ぜひご覧ください。なお、
ホームページ上では本会議など、閲覧したい会
議録を開催日や単語から検索して簡単にご覧い
ただけます。

　市議会を広く市民に公開し、より開かれた議
会を推進するため、インターネットによる中継・
録画放映を実施していますので、ぜひご覧くだ
さい。

みどり市議会　会議録検索

みどり市議会　インターネット中継

　教えて！　教えて！
　　議会ワード議会ワード

みどモス



一般質問 一 般 質 問

Q
香
り
に
関
す
る
情
報
提
供
と
し

て
、
５
省
庁
（
消
費
者
庁
、
文
部

科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
経
済
産

業
省
、
環
境
省
）
に
よ
る
啓
発
ポ

ス
タ
ー
を
配
布
し
て
、
市
民
へ
の

情
報
提
供
を
行
う
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

A
産
業
観
光
部
長　
啓
発
ポ
ス
タ

ー
を
掲
載
す
る
こ
と
は
有
効
だ
と

考
え
る
。
ポ
ス
タ
ー
を
２０
部
手
配

し
、
庁
内
の
関
係
課
と
調
整
し
な

が
ら
、
市
有
施
設
に
掲
示
し
た

い
。

Q
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
利
用

で
き
る
場
所
と
し
て
、
は
ね
た
き

広
場
に
子
ど
も
用
遊
具
を
設
置
す

る
考
え
は
。

A
都
市
建
設
部
長　
は
ね
た
き
広

場
は
、
国
や
群
馬
県
の
補
助
制
度

を
活
用
し
て
整
備
を
行
っ
た
多
目

的
広
場
で
、
公
園
を
再
整
備
す
る

こ
と
は
施
設
の
用
途
変
更
に
該
当

す
る
。
今
後
、
策
定
予
定
の
公
園

広
場
配
置
計
画
の
中
で
、
地
域
の

実
情
や
市
民
の
意
見
な
ど
を
踏
ま

え
検
討
し
た
い
。

Q
は
ね
た
き
広
場
で
は
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
イ
ベ
ン
ト
な
ど
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
た
公
園
づ
く
り
も

必
要
だ
と
思
う
が
。

地
域
の
治
水
対
策
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
は
。

A
市
長　
川
久
保
地
域
も
含
め
、

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
市
全

体
の
治
水
対
策
を
全
庁
的
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。
国
や
県
が
所
管

す
る
河
川
、
砂
防
事
業
に
つ
い
て

は
、
継
続
し
て
関
係
各
所
に
事
業

や
対
策
を
要
望
し
た
い
。

A
市
長　
駐
車
場
を
利
用
し
た
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
な
ど
は
大
い

に
歓
迎
し
た
い
。
民
間
事
業
者
が

積
極
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
使
用

料
な
ど
の
見
直
し
や
工
夫
を
し
て

い
き
た
い
。

Q
は
ね
た
き
広
場
や
な
が
め
南
公

園
多
目
的
広
場
に
幅
広
い
世
代
が

気
軽
に
運
動
で
き
、
安
心
し
て
遊

ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
健
康
遊

具
や
子
ど
も
遊
具
の
必
要
性
は
。

A
市
長　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

子
育
て
し
や
す
い
公
園
が
少
な
い

と
い
う
意
見
が
あ
る
。
市
民
に
喜

ば
れ
、
活
用
さ
れ
る
よ
う
な
公
園

整
備
と
し
て
、
健
康
遊
具
や
子
ど

も
遊
具
の
設
置
、
新
た
な
子
育
て

世
代
に
向
け
て
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
の
建
設
な
ど
検
討
し
た
い
。

椎
名
　
み
ど
り
市
公
園
協
議
会
を

設
置
し
て
、
都
市
公
園
ご
と
の
ロ

ー
カ
ル
ル
ー
ル
づ
く
り
の
検
討

を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
令
和
４
年
８
月
２７
日
か
ら
２８
日

の
豪
雨
に
よ
り
、
市
内
で
は
土
砂

崩
れ
や
路
肩
崩
壊
な
ど
災
害
が
発

生
し
た
。
防
災
も
従
来
ど
お
り
の

対
策
や
心
構
え
で
は
、
身
を
守
れ

な
い
。
大
間
々
町
高
津
戸
川
久
保

答弁…�地域の実情や市民の意見など
を踏まえ検討したい

はねたき広場に子ども
用遊具の設置を

本文  原稿
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一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

Q
ゼ※

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
表
明

し
た
理
由
は
。

A
市
民
部
長　
近
年
、
地
球
温
暖

化
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
急
激
な

気
候
変
動
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
集
中

豪
雨
が
全
国
各
地
で
発
生
す
る
な

ど
、
近
年
の
急
激
な
気
候
変
動
に

よ
り
、
災
害
が
激
甚
化
、
頻
発
化

し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
み
ど
り

市
内
に
お
い
て
も
豪
雨
災
害
が
発

生
し
て
い
る
。
地
球
規
模
で
進
行

す
る
温
暖
化
、
ま
た
こ
れ
に
起
因

す
る
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み

を
強
化
し
、
未
来
の
子
ど
も
た

ち
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、

２
０
２
１
年
１２
月
に
人
材
育
成
な

ど
本
市
の
独
自
性
を
打
ち
出
し
た

み
ど
り
５
つ
の
ゼ
ロ
宣
言
と
併
せ

て
、
災
害
に
強
く
持
続
可
能
な
ま

ち
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
表

明
し
た
。

Q
本
市
を
取
り
巻
く
環
境
状
況
は

刻
々
と
変
化
し
て
お
り
、
状
況
の

変
化
を
的
確
に
捉
え
、
具
体
的
な

取
り
組
み
を
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
実
現
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
考
え
て
い
る
か
。

ゼ
ロ
を
達
成
す
る
た
め
、
重
点
取

り
組
み
の
１
つ
に
人
材
育
成
を
位

置
付
け
て
い
る
。
人
材
育
成
に
特

化
し
た
取
り
組
み
を
継
続
、
強
化

し
、
市
民
一
人
一
人
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
転
換
を
図
り
、
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

を
市
民
に
定
着
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

A
市
民
部
長　
温
暖
化
の
原
因
と

な
る
二
酸
化
炭
素
に
代
表
さ
れ
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
多
く
は
、
化
石

燃
料
を
使
用
す
る
際
に
排
出
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を

推
進
す
る
た
め
に
は
使
用
さ
れ
る

化
石
燃
料
を
い
か
に
し
て
減
ら
し

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
と

な
る
。
そ
の
た
め
本
市
で
は
、
日

照
時
間
の
長
さ
や
本
市
北
部
に
広

が
る
森
林
資
源
を
有
効
活
用
し
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
増

進
、
Ｅ
Ｖ
車
用
の
急
速
充
電
設
備

の
導
入
や
、
電
話
で
バ
ス
の
車
両

を
Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
改
造
す
る
な
ど
、
環

境
に
優
し
い
移
動
手
段
の
推
進
、

各
種
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
や
生
ご
み

減
量
化
対
策
補
助
金
の
拡
充
な

ど
、
大
き
く
３
つ
の
取
り
組
み
に

力
を
入
れ
て
い
る
。

Q
市
民
に
ど
う
定
着
さ
せ
て
い
く

か
。

A
市
民
部
長　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社

会
の
実
現
に
は
、
電
気
を
小
ま
め

に
消
す
と
い
っ
た
よ
う
な
、
市
民

一
人
一
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

転
換
が
重
要
と
考
え
る
。
そ
の
た

め
、
み
ど
り
５
つ
の
ゼ
ロ
宣
言
で

は
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
５
つ
の

答弁…�災害に強く持続可能なまちを
構築することを目的に表明し
た。

ゼロカーボンシティを
表明した理由は

本文  原稿
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一般質問 一 般 質 問

新令クラブ 藤生　吉顕 議員

Q
競
艇
事
業
の
目
的
と
直
近
ま
で

の
総
売
上
、
粗
利
、
み
ど
り
市
収

益
分
の
推
移
は
。

A
競
艇
事
業
局
長　
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
で
収
益
を
上
げ
て
、
そ
の
地
域

で
社
会
貢
献
事
業
を
行
う
こ
と
が

使
命
。
総
売
上
は
平
成
１６
年
度
が

３
９
４
億
３
１
６
５
万
円
、
平
成

２６
年
度
が
８
２
０
億
２
９
２
万
円
、

令
和
２
年
度
が
１
３
２
６
億
７
７

７
７
万
円
。
粗
利
は
平
成
１６
年
度

が
４８
億
４
７
３
５
万
円
、
平
成
２６

年
度
が
５５
億
９
８
９
０
万
円
、
令

和
２
年
度
が
１
１
３
億
８
３
８
０

万
円
。
本
市
収
益
分
は
、
平
成
２６

年
度
が
５
億
２
３
５
０
万
円
、
令

和
２
年
度
が
５
億
３
５
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

Q
契
約
当
初
か
ら
何
度
か
行
わ
れ

て
い
る
消
費
税
増
税
が
競
艇
事
業

に
与
え
る
影
響
は
。

A
競
艇
事
業
局
長　
消
費
税
５
％

か
ら
８
％
へ
の
増
税
で
、
平
成
２６

年
度
は
３
億
２
７
０
０
万
円
、
１０

％
へ
の
増
税
で
令
和
元
年
度
は
８

億
１
３
０
０
万
円
、
令
和
２
年
度

は
１３
億
６
９
０
０
万
円
が
支
払
い

経
費
に
対
し
て
影
響
が
出
て
い
る
。

Q
舟
券
販
売
時
に
ゲ
ス
ト
か
ら
消

費
税
を
含
ま
な
い
中
で
、
施
行
者

入
と
す
る
リ
ス
ク
を
排
除
し
た
契

約
と
は
違
っ
た
他
場
の
契
約
形
態

な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
本
市

の
収
益
が
最
大
限
獲
得
で
き
る
よ

う
交
渉
を
進
め
る
。

藤
生
　
地
方
財
政
に
貢
献
し
、
社

会
貢
献
事
業
を
す
る
こ
と
が
使
命

で
あ
る
と
い
う
最
初
の
目
的
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
本
市
の
財
政
に

大
き
な
貢
献
を
望
む
。

と
し
て
税
を
生
み
出
し
国
や
地
方

に
貢
献
し
て
い
る
と
思
う
が
、
優

遇
さ
れ
る
こ
と
や
支
払
い
猶
予
な

ど
の
考
え
方
は
。

A
競
艇
事
業
局
長　
こ
れ
ま
で
、

消
費
税
の
支
払
い
に
お
い
て
国
か

ら
優
遇
措
置
を
受
け
た
こ
と
は
な

い
。
今
後
は
税
な
ど
の
支
払
い
に

対
し
、
中
央
団
体
と
協
議
連
携
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

Q
令
和
４
年
度
、
５
年
度
の
総
売

上
、
粗
利
額
の
予
測
は
。

A
競
艇
事
業
局
長　
令
和
４
年
度

の
総
売
上
は
１
４
８
４
億
７
６
０

万
円
、
粗
利
額
は
１
２
７
億
５
７

１
９
万
円
。
令
和
５
年
度
は
、
総

売
上
を
１
５
３
１
億
７
６
０
万
円
、

粗
利
額
を
１
３
１
億
７
３
３
７
万

円
と
見
込
ん
で
い
る
。

Q
令
和
２
年
度
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
桐

生
と
全
国
他
場
と
の
売
上
、
収
益

率
の
比
較
は
。

A
競
艇
事
業
局
長　
全
国
２４
競
走

場
の
う
ち
、
桐
生
は
売
上
は
６
番

目
で
あ
る
が
、
事
業
収
益
率
で
は

１
位
の
下
関
の
９
・
８４
％
に
対
し

０
・
０６
％
で
２３
位
と
な
っ
て
い
る
。

Q
令
和
６
年
度
か
ら
の
新
た
な
契

約
に
向
け
た
考
え
方
は
。

A
副
市
長　
現
在
の
一
定
額
を
収

本文  原稿
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一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

Q
み
ど
り
市
道
路
反
射
鏡
設
置
要

綱
第
３
条
中
、
（
１
）
公
道
の
湾

曲
部
又
は
屈
曲
部
で
あ
っ
て
前
方

の
見
通
し
が
悪
い
場
所
と
あ
る
。

文
章
の
み
で
は
分
か
り
づ
ら
い
。

説
明
図
を
つ
け
る
、
ま
た
は
端
的

明
瞭
な
文
章
に
す
る
考
え
は
。

A
危
機
管
理
監　
分
か
り
や
す
い

表
現
に
な
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い

き
た
い
。

Q
道
路
反
射
鏡
面
維
持
管
理
で

は
、
汚
れ
や
す
く
傷
つ
き
や
す
い

も
の
も
あ
る
。
市
民
に
清
掃
依
頼

を
す
る
の
で
は
な
く
、
専
門
業
者

に
委
託
し
て
は
。

A
危
機
管
理
監　
清
掃
を
行
っ
た

た
め
に
傷
つ
い
た
事
例
も
あ
る
。

検
討
し
た
い
。

Q
市
民
要
望
の
多
い
道
路
反
射
鏡

だ
。
み
ど
り
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
に
設
置
に
つ
い
て
の
詳
細
掲
載

を
。

A
危
機
管
理
監　
共
通
認
識
と
し

て
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
白
内
障
に
対
す
る
認
識
は
。  

A
保
健
福
祉
部
長　
白
内
障
は
、

加
齢
な
ど
の
原
因
か
ら
瞳
の
水
晶

体
が
濁
っ
て
し
ま
う
病
気
で
、
発

な
ど
し
て
い
く
。

Q
夏
休
み
明
け
直
後
に
学
級
閉
鎖

な
ど
が
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、

行
事
の
実
施
に
よ
り
感
染
者
が
出

る
な
ど
、
疑
問
視
す
る
声
も
あ

る
。
コ
ロ
ナ
へ
の
警
戒
心
が
薄
れ

て
い
る
よ
う
な
教
育
現
場
で
は
な

い
の
か
。

A
教
育
部
長　
再
度
し
っ
か
り
対

応
す
る
。
今
ま
で
以
上
に
、
感
染

防
止
に
必
要
な
指
導
や
児
童
生
徒

が
感
染
し
て
し
ま
っ
た
場
合
の
対

応
を
行
い
、
コ
ロ
ナ
禍
で
児
童
生

徒
が
不
安
や
体
の
不
調
を
抱
え
て

い
る
と
の
指
摘
か
ら
相
談
体
制
を

強
化
す
る
中
で
、
き
め
細
か
な
支

援
に
取
り
組
む
。

症
す
る
と
視
力
が
低
下
す
る
な
ど

の
症
状
が
現
れ
る
。

Q
手
術
に
踏
み
切
る
要
因
は
、
視

力
低
下
の
た
め
自
動
車
免
許
証
更

新
が
で
き
な
く
な
り
、
改
善
す
る

た
め
に
手
術
を
行
う
な
ど
で
あ

る
。
手
術
自
体
は
、
保
険
適
用
だ

が
、
術
後
、
焦
点
が
合
わ
な
く
な

る
た
め
新
た
に
め
が
ね
を
作
成
す

る
必
要
が
あ
る
。
本
市
に
お
い

て
、
め
が
ね
作
成
な
ど
の
補
助
金

制
度
創
設
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
患
者
の
生
活

環
境
改
善
の
た
め
、
術
後
に
対
す

る
補
助
金
制
度
創
設
に
つ
い
て
提

案
を
い
た
だ
き
、
早
期
の
整
備
に

向
け
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
は
、
感
染
拡
大
防
止
と

社
会
経
済
活
動
の
両
立
を
ど
う
図

る
か
が
重
要
。
今
後
、
ど
の
よ
う

な
対
策
で
本
市
の
地
域
性
を
生
か

す
の
か
。

A
産
業
観
光
部
長　
み
ど
モ
ス
応

援
券
の
３
回
目
の
支
給
な
ど
で
、

活
性
化
を
進
め
た
い
。
ま
た
、
対

策
の
申
請
時
に
つ
い
て
も
対
象
者

全
員
が
簡
単
な
手
続
き
で
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
関
係
機
関
が
手
助
け

公明クラブ 宮﨑　　武 議員

本文  原稿

答弁…�早期の整備に向け検討

補助金制度創設は

みどり市　議会だより [2022年11月4日　65号]　13



一般質問 一 般 質 問

その他鳥類

17

カラス

15

その他獣類

20

サル

9

イノシシ

48

シカ

55

Q
新
規
就
農
者
へ
の
取
り
組
み

は
。

A
産
業
観
光
部
長　
次
世
代
を
担

う
新
規
就
農
者
の
確
保
は
重
要
課

題
の
一
つ
と
捉
え
て
い
る
。
全
国

農
業
会
議
所
が
令
和
３
年
度
に
実

施
し
た
新
規
就
農
者
の
就
農
実
態

に
関
す
る
調
査
結
果
で
は
、
新
規

就
農
者
が
就
農
時
に
苦
労
し
た
こ

と
と
し
て
農
地
の
確
保
、
資
金
の

確
保
、
営
農
技
術
の
確
保
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
調
査
結
果
を

ふ
ま
え
、
み
ど
り
市
と
し
て
は
農

林
課
、
農
業
委
員
会
事
務
局
が
連

携
し
、
新
規
就
農
者
が
農
地
を
借

り
や
す
く
な
る
よ
う
な
施
策
を
検

討
し
て
い
き
、
持
続
的
な
農
業
経

営
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
取
り
組

み
の
支
援
を
し
て
い
く
。

Q
み
ど
り
市
の
農
業
生
産
の
課
題

は
。

A
副
市
長　
高
齢
化
に
よ
り
農
業

従
事
者
が
減
少
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
経
営
耕
地
面
積
も
減
少
し
て

お
り
、
全
体
の
生
産
力
が
少
し
ず

つ
低
下
し
て
い
る
。
ま
た
地
域
的

に
、
野
生
鳥
獣
な
ど
に
よ
る
農
作

物
へ
の
被
害
が
耕
作
意
欲
の
低
下

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

Q
み
ど
り
市
独
自
の
農
業
生
産
支

生
産
費
の
高
騰
も
続
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
令
和
４
年
第
３
回
定
例

会
で
補
正
予
算
を
上
程
し
て
い

る
。
今
後
も
農
業
生
産
費
の
高
騰

対
策
支
援
を
、
関
係
団
体
、
農
業

協
同
組
合
な
ど
と
も
情
報
共
有

し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

援
施
策
は
。

A
副
市
長　
ま
ず
国
、
県
の
支
援

策
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
た

い
。
若
い
新
規
農
業
者
に
は
、
ま

ず
生
産
力
向
上
の
観
点
か
ら
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
の
導
入
。
ま
た
、
消
費

者
ニ
ー
ズ
が
見
込
ま
れ
る
希
少
野

菜
の
栽
培
、
栽
培
品
目
を
増
や
し

て
、
売
れ
る
野
菜
を
作
っ
て
い

く
。
若
い
方
が
意
欲
的
に
取
り
組

め
る
施
策
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。
地
域
特
性
、
農
業
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
施
策
を
講
じ
、
農
業

活
性
化
や
農
業
者
の
新
た
な
挑
戦

を
応
援
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
予

算
措
置
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

Q
農
業
、
生
産
資
材
の
高
騰
に
対

す
る
支
援
施
策
は
。

A
市
長　
農
業
と
い
う
の
は
、
私

た
ち
人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
、

大
変
重
要
な
食
料
の
生
産
を
営
ん

で
い
る
産
業
で
あ
る
と
い
う
認

識
。
令
和
３
年
度
に
は
、
原
油
価

格
の
高
騰
に
よ
り
燃
料
費
負
担
増

が
農
業
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
、
ハ
ウ
ス
加
温
に
用

い
る
重
油
、
灯
油
、
木
質
ペ
レ
ッ

ト
な
ど
の
購
入
費
の
一
部
を
支
援

し
た
。
今
回
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
農
業

広和クラブ 武井　俊一 議員

本文  原稿

答弁…�令和４年第３回定例会で  　
補正予算を上程

農業、生産資材の高騰
に対する支援施策は
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一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

Q
寅
久
保
バ
イ
パ
ス
と
塩
原
バ
イ

パ
ス
の
工
事
概
要
と
完
成
時
期

は
。

A
都
市
建
設
部
長　
寅
久
保
バ
イ

パ
ス
は
小
平
塩
原
線
滝
ノ
上
工
区

に
、
塩
原
バ
イ
パ
ス
は
渡
良
瀬
幹

線
道
路
塩
原
工
区
に
名
称
変
更
し

た
。
小
平
塩
原
線
滝
ノ
上
工
区

は
、
福
岡
記
念
館
か
ら
福
岡
大
橋

ま
で
の
約
１
㎞
区
間
を
整
備
。
道

路
幅
員
は
、
９
・
７５
ｍ
。
完
成
予

定
は
未
定
。
渡
良
瀬
幹
線
道
路
塩

原
工
区
は
、
福
岡
大
橋
か
ら
通

称
七
曲
を
過
ぎ
た
辺
り
の
国
道

１
２
２
号
接
続
ま
で
の
約
１
・
５

㎞
を
整
備
。
幅
員
は
10
・
25
ｍ
。

令
和
７
年
度
完
成
予
定
。

Q
小
平
塩
原
線
滝
ノ
上
工
区
完
成

に
合
わ
せ
、
小
平
の
里
の
再
構
築

の
考
え
は
。

A
産
業
観
光
部
長　
令
和
４
年
度

か
ら
官
学
連
携
の
一
環
と
し
て
浅

原
・
小
平
地
区
の
活
性
化
に
向
け

た
や
ま
・
さ
と
応
援
隊
事
業
を
高

崎
経
済
大
学
と
連
携
し
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
現
在
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
マ
ッ
プ
な
ど
の
作
成
も
検

討
し
、
効
果
的
に
情
報
発
信
が
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

Q
陶
器
作
り
を
楽
し
め
た
狸
穴
陶

A
市
長　
今
後
、
幹
線
道
路
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
る
事
に

伴
い
、
ア
ク
セ
ス
向
上
に
よ
る
効

果
の
最
大
限
の
活
用
と
交
流
人

口
、
関
係
人
口
が
増
加
し
、
移

住
・
定
住
へ
と
結
び
つ
く
よ
う
な

各
種
の
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

房
の
現
状
は
。

A
産
業
観
光
部
長　
平
成
17
年
度

か
ら
陶
芸
の
専
門
家
が
不
在
と
な

り
利
用
さ
れ
て
い
な
い
状
況
。

柴
﨑
　
他
市
に
お
い
て
竹
を
テ
ー

マ
に
し
た
取
り
組
み
を
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
。
浅
原
・
小
平
地

域
は
、
花
輪
彫
刻
師
集
団
の
作
品

も
あ
り
、
狸
穴
陶
房
を
拠
点
と
し

た
施
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

Q
渡
良
瀬
幹
線
道
路
塩
原
工
区
完

成
に
伴
い
、
多
世
代
交
流
館
周
辺

は
、
公
衆
用
外
ト
イ
レ
や
塩
原
上

水
場
、
市
営
住
宅
な
ど
災
害
避
難

所
に
適
し
た
環
境
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
防
災
拠
点
の
位
置
付
け
は
。

A
危
機
管
理
監　
今
後
も
地
域
の

ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
な
が
ら
推
進
し

て
い
き
た
い
。

Q
塩
原
地
域
の
渡
良
瀬
川
沿
線
に

遊
歩
道
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

親
水
公
園
の
整
備
の
検
討
は
。

A
都
市
建
設
部
長　
河
川
災
害
の

影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

Q
主
要
道
路
２
本
の
完
成
に
伴

い
、
旧
福
岡
地
域
の
活
性
化
に
向

け
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
考

え
て
い
る
か
。

広和クラブ 柴﨑　訓佳 議員

本文  原稿

答弁…�幹線道路の整備に伴い各種施
策を展開していく

旧福岡地域の活性化に
向けた取り組みは
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委員長
宮㟢　武

委員
髙草木弘子

副委員長
柴㟢訓佳

委員
大澤映男

委員
藤生吉顕

委員
丹羽あゆみ

日 月 火 水 木 金 土

11/22（火）全員協議会　上程予定議案の説明等

11/26

27 28

本会議
長提出議案上程

29

（休会）

30

（休会）

12/ １

（休会）

２

本会議
一般質問

３

（休会）

４

（休会）

５

本会議
一般質問

６

（休会）

７

本会議
一般質問

８

本会議
長提出議案への質疑
→委員会付託

９

（休会）

10

（休会）

11

（休会）

12

（休会）

市民福祉常任委員会

13

（休会）

経済建設常任委員会

14

（休会）

総務文教常任委員会

15

（休会）

16

（休会）

17

（休会）

18

（休会）

19
本会議
委員長報告

質疑〜討論〜採決

　　 は傍聴できます
本会議はインターネット生配信の予定です

は配信予定日です

開会

閉会

令和４年第３回定例会は、決算特別委員会を設置し、令和３年度予
算執行について慎重審議を行い、一般会計、特別会計、事業会計ともに認定しました。
　主な審議は、群馬県が実施している愛郷ぐんまプロジェクト第５弾の期間延長に伴い、連携実施している地域限定クー
ポン券の発行を延長するための事業費、８月２７日から２８日にかけての豪雨被害について、機能回復に向けた災害復
旧事業費、住民税非課税世帯などに対する電力、ガス、食料品等価格高騰緊急支援給付金支給事業などの補正予算を可
決し、９月２８日に閉会しました。
　会期中の９月１７日、マイ・タイムライン作成講習会が大間々町第１４区集会所にて開かれました。みどり市では、
河川の水害リスクが想定される地域に対し、住民一人一人の防災行動計画であるマイ・タイムラインの作成を推進して
います。災害発生のおそれがある場合に情報を正確に理解し、どう避難行動につなげるか。今後も市民の安心安全のため、
本市の防災行政を協働推進してまいります。

（髙草木弘子）

次
回
の
定
例
会
は
11
月
28
日（
月
）開
会
予
定
で
す

み ど り 市 議 会 掲 示 板
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12 月定例会（予定）会期：11月28日〜12月19日　開始時間は全て午前９時３０分です

傍聴に関することは、みどり市のホームページをご覧いただくか、
議会事務局（TEL. 0277-76-1970　FAX. 0277-76-1952）までお問い合わせください。

編 集 後 記

議 会 広 報 特 別 委 員 会 編 集 委 員


